
 令和５年１月３０日 

                                宗岡中学校 保健室 

  

２月号 
２月３日は節分。「季節を分ける」ことを意味するこの日、病気や災難を鬼に例え、豆

をまいて無病息災を願います。でも、豆をまくだけでは病気のウイルスは追い払えませ

ん。今まで通り、手洗い・うがい・換気・ソーシャルディスタンスを保ち、しっかり病気

を予防しましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 花粉はつけない！持ち込まない！ 

つけない    帽子 メガネ マスク ツルツルした素材の服 

持ち込まない  家に入る前に払う  手洗い うがい 

 

冬に気をつけたい   感染性胃腸炎 

原因菌：ノロウイルスは強い感染力で感染者の便や嘔吐物１グラム中１００万～１０億個 

のウイルスが含まれているので、少量で人に感染してしまう。  

感染経路：①汚染された二枚貝を加熱が不十分な状態で食べると感染。カキが有名 

      ②感染した人が調理したものを食べると感染 

      ③感染者の便や嘔吐物に触れたり、感染者と接触して原因菌が口から入ると感染 

症状：嘔吐・下痢・腹痛（年間通して見られるが、冬季に特に流行する） 

  ウイルスはこんなところに！  （コロナウイルス、ノロウイルスなど） 

 

ドアノブ 電気スイッチ 階段の手すり スマホ画面 パソコンキーボードなど 

 

 手に付いたウイルスが体内に入ってしまわないように 

 ごはんの前や外から帰った時などこまめに手洗いを！ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 受験当日あると便利な持ち物チェック表 

□ハンカチ    試験会場の中では脱ぎ着 

□ティッシュ   できる服装で暑さ・寒さ 

□カイロ     を上手に調節しましょう。 

□マスク     往復する間の防寒対策も 

□バンドエイド  忘れずに！ 

□雨具 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

湯船のつかり方には、肩までつかる全身浴と、みぞおちまでつかる半身浴とがあります。あつ湯での全身浴は、

血液粘度を急激に上昇させ（発汗が促進され体内の水分が減るため）、脳への血流量を減らします。また、

お湯の中では水の重さの圧力がかかるので、肺や心臓への負担にもなります。その点、半身浴は下半身しか

お湯に入っていないため、肺や心臓に直接負担がかかりません。ぬる湯で半身浴をすれば、下半身で温めら

れた血液が循環して、全身をゆっくりと内側から温めていきます。寒いときは、肩を冷やさないようにタオルな

どをかけておくとよいでしょう。 

 


